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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月29日(2017.9.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＸＹＺ三次元直交座標系における各座標軸方向の力および各座標軸まわりのモーメント
のうち、少なくとも１軸に関する力もしくはモーメントを検出する力覚センサであって、
　検出対象となる力もしくはモーメントの作用を受ける受力体と、
　所定の基本環状路に沿って伸びる環状構造を有し、前記基本環状路上に定義された検出
点に位置する検出部と、この検出部の両側に位置する連結部と、を有する検出リングと、
　前記検出リングを支持する支持体と、
　前記受力体を、前記検出リングの所定の作用点の位置に接続する接続部材と、
　前記検出リングの所定の固定点の位置を、前記支持体に固定する固定部材と、
　前記検出部に生じた弾性変形を検出する検出素子と、
　前記検出素子の検出結果に基づいて、前記受力体および前記支持体の一方に負荷がかか
った状態において他方に作用した力もしくはモーメントを示す電気信号を出力する検出回
路と、
　を備え、
　前記作用点および前記固定点は、前記連結部の互いに異なる位置に配置されており、
　前記検出部は、検出対象となる力もしくはモーメントの作用により弾性変形を生じる板
状変形部を有し、前記検出素子は、前記板状変形部に生じた弾性変形を検出することを特
徴とする力覚センサ。
【請求項２】
　請求項１に記載の力覚センサにおいて、
　ＸＹ平面を水平面にとり、Ｚ軸を垂直上方に向かう軸としたときに、
　検出リングが、Ｚ軸を中心軸としてＸＹ平面に位置する基本環状路に沿って伸びる環状
構造を有し、
　板状変形部の一端は前記ＸＹ平面の上方において連結部に接続され、他端は前記ＸＹ平
面の下方において連結部に接続されていることを特徴とする力覚センサ。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の力覚センサにおいて、
　支持体が、検出リングに対し、所定間隔をおいて配置された支持基板によって構成され
ていることを特徴とする力覚センサ。
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【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の力覚センサにおいて、
　基本環状路上に複数ｎ個（ｎ≧２）の検出点が定義され、各検出点にそれぞれ検出部が
位置しており、検出リングが、ｎ個の検出部とｎ個の連結部とを、基本環状路に沿って交
互に配置することにより構成されていることを特徴とする力覚センサ。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載の力覚センサにおいて、
　検出素子が、検出部の弾性変形を生じる位置に固定されたストレインゲージによって構
成されており、
　検出回路が、前記ストレインゲージの電気抵抗の変動に基づいて、作用した力もしくは
モーメントを示す電気信号を出力することを特徴とする力覚センサ。
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